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ウトロ地域マリンビジョンニュース
ウトロ地域マリンビジョンニュースは、町民のみなさんと一緒にウトロ地域で水産業を核とした

地域振興を進める「ウトロ地域マリンビジョン計画」の推進状況などをお知らせするお便りです。

発行・編集・・ウトロ地域マリンビジョン協議会事務局

マリンビジョン計画の一部改訂について、平成27年度か

ら検討を開始し、専門部会等で検討を重ねてきましたが、

3月23日に開催した協議会で最終的な検討を行いました。

平成29年を新たなスタートとして、下記の視点を加えた

計画とすることが確認されました。

・ウトロ漁港では、船揚場の狭隘や用地の不足等の課題があり、早急な対策が必要。

・将来構想として、船揚施設と漁船漁具保全施設用地を整備することにより、漁船

上架や定置網補修等の作業を効率的に安全に行えるようにし、漁業生産活動の効

率を向上させ、競争力を強化する。

ウトロ漁港ペレケ新港地区の将来構想（イメージ）

船揚施設と漁船漁具保

全施設用地イメージ

改訂マリンビジョンの実現に向けて関係機関と協力しながら取り組みを進めていきます！

広い用地を必要とする網作業 船間が密着してるため整備作業が困難 波が遡上するため危険な船揚場

※本構想の実現にあたっては今後関係機関と協議・検討



ご意見お問い合わせは ウトロ地域マリンビジョン協議会事務局

TEL：0152-23-3131 FAX：0152-23-4190

斜里町産業部水産林務課内 平田和司 森高志 荒田秀樹 まで

E-mail:sh.suisan@town.shari.lg.jp

ウトロ漁港の衛生管理体制の向上を図るため、漁港利用者を対象とした衛生管理講習会を実施しました。

日 時：平成29年2月23日（木）14:00～15:40

場 所：ウトロ漁村センター大ホール

参加者：漁業関係者など74名

①市場の衛生管理について（北海道漁業協同組合連合会品質管理部 部長 山田芳孝 氏）

衛生管理の必要性と必要な取り組みについて説明されました。特に作業場においては整理・整頓・

清掃が基本であることや、関係者の動機付けの重要性等も説明されました。

②三陸の高度衛生管理型漁港の視察報告（斜里第一漁業協同組合 青年漁業士 加藤将史 氏）

斜里第一漁協の次世代人づくり事業で実施した石巻と塩釜の高度衛生管理型漁港の視察報告が行

われました。視察時に撮影されたビデオを流しながら、両港で行われているソフト面、ハード面

の取り組みについて説明されました。

③EU向けサケ輸出について（オホーツク総合振興局水産課 主査 三上征己 氏）

北海道で行っている水産物の輸出促進対策や、EU-HACCP対応について説明されました。ウトロ漁港

もH29年度からEU-HACCP対応になること、そのために策定されたマニュアルについても言及されま

した。

衛生管理講習会を開催しました！

マリンビジョンコンテストで網起こし見学が表彰されます！
当協議会で取り組んでいる「見て・食べて～丸ごと体感サケ定置網起こし見学ツアー」が北海道マリン

ビジョン21促進期成会主催の北海道マリンビジョン21コンテスト2016で表彰されることになりました。

このコンテストは平成20年から始まり、水産業・漁業を生かして他の地域の模範となるような取り組み

等が表彰されてきました。今回評価されたのは、漁船と観光船間での安全情報の共有や、相互の連絡体

制の確立を図る等の下地を経たうえで、実施したこと、荷捌作業見学、婦人部食堂での朝食、ふ化場見

学を組み合わせてサケを生産から流通、増殖の視点で紹介することを目指したことだと思います。

今回の受賞を弾みにして今後も取り組みを発展させていきたいと思います！


